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図 3がヘリオトロン J 装置のNd:YAGト
ムソン散乱計測装置の全体図です。これで
はわかりにくいですから装置全体の原理図


































































で電子温度が上昇し、通常の約 1000 万度の温度から約 2300 万度まで上昇しています。この温度上昇は
中心部のみでプラズマの外側では温度上昇がみられていません。これは、ちょうどプラズマの温度が中
心に向かって急上昇している境界でプラズマの閉じ込め性能が向上したため、エネルギーの外への流れ
がせき止められ、それより内側の領域で温度が上昇したのです。このような現象を専門的には” 内部輸
送障壁” が形成されたと言います。輸送とはプラズマエネルギーの流れのことです。つまりプラズマ内
部にエネルギーの流れをくい止める障壁ができたので、プラズマ中心の温度が、どんどんあがったので
す。ヘリオトロン J 装置のプラズマ中に、さらに強固な障壁を形成することができれば、プラズマの温
度を、もっと上げることができるでしょう。
6．最後に
このようにヘリオトロン J 装置によって太陽の中心と同じ高温のプラズマを生成することができてい
ます。しかし残念ながら地上で十分な核融合エネルギーを生み出すには一億度の温度が必要です。まだ
まだ多くの解決すべき課題がありますが 21 世紀半ばの夢の核融合エネルギー実用化を目指して研究を
続けていきます。
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